































Japanese Language and Culture Acquisition of Intercultural Children 
with Japanese Ancestry:
From the Perspective of Teachers at Part-time Japanese Schools
鈴　木　一　代
SUZUKI, Kazuyo
　The present study aimed to clarify the awareness of teachers at part-time Japanese 
schools regarding the Japanese language and culture acquisition of intercultural children 
with Japanese ancestry.  Furthermore, from teachers’ perspective, this study assesses the 
kinds of support such children require in order to improve their Japanese language and 
culture acquisition.  Participants were 56 teachers (51 women, 5 men.) at ten part-time 
Japanese schools (three in Asia, one in South America, six in Europe). who completed a 
questionnaire survey.  The survey results were similar to those reported by Suzuki (1996, 
2001) concerning Japanese language and culture acquisition of the intercultural children 
with Japanese ancestry at a part-time school in Indonesia.  Specifically, similar findings were 
observed with regard to the difficulty with reading and writing Japanese (especially Chinese 
characters), the importance of the family environment, and the necessity for visiting Japan. 
Moreover, as support for improving Japanese language and culture acquisition, the teachers 
emphasized “assistance for teaching materials” and “formulation of a system for accepting 
intercultural children with Japanese ancestry in Japan”
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Key words ：Intercultural children with Japanese ancestory, Japanese language & culture acquisition, part-time 
































































































































































































































































































































































































































































































































































































紀要, １, １- 11．
鈴木一代　２004　「国際児」の文化的アイデンティ
ティ形成 － インドネシアの日系国際児の事例
を中心に　異文化間教育，1９、4２­53.
鈴木一代・藤原喜悦　1９９4　国際家族の子どもの教
査を通して、日系国際児の日本語・日本文化
習得の傾向やその支援について概観したが、
今後、今回は取り上げられなかったそのほか
の質問項目の分析ともに、日本語習得や文化
習得についてさらに詳細に検討していく必要
があるだろう。また、日本語・日本文化習得
に関して、海外在住の日系国際児の共通点や
地域による相違点を明確にすることも重要で
あろう。さらに、日系国際児の日本語・日本
文化習得をどのようにサポートしていったら
よいかを具体的に示していかなければならな
いだろう。
＜注＞
１） 「国際児（intercultural children）」は、「国籍と
民族が異なる男女の間に生まれた子ども」（鈴木、
２004）である。また、日系国際児は。両親のどち
らかが日本人である国際児をさす。
２） 1９９２年の国内外における日本人の出生総数は
1‚２16‚0９3人で、その内、日系国際児は２1‚403人だっ
たが、２005年においては、日本人の出生総数は
1‚0７6‚1７７人、内31‚２７９人が日系国際児だった。
３） 日本国内の日系国際児数の統計（人口動態調
査）は1９8７年に開始された。
４） 以上、厚生労働省人口動態統計。
５） 日本国内では、父親が日本人で母親が外国人の
日系国際児が多い（約６割）。
６） 月刊「海外子女教育」（海外子女教育振興財団）
の海外校シリーズの補習授業校についての記事等
からも、世界各地の補習授業校における国際児
の増加が推察される。また、「海外子女教育３月
号」（２005）の調査によると、「保護者のいずれか、
またはいずれもが日本国籍でないと考えられる子
ども」が、日本人学校で平均14％、補習校で平均
36％いる。その多くは日系国際児であると考えら
れるので、海外における学齢期の日系国際児の増
加が推察される。（特集「多様化するニーズ－日
本人学校・補習授業校の新しい課題」、p. ６）
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日系国際児の日本語・日本文化習得とその支援
育についての考え方　東和大学紀要, ２0, 183
­1９4.
＜補足＞
　本稿は、国際教育センター（旧海外子女教育セン
ター）の「言語間適応プロジェクト」（代表：杉田洋）
において実施された、筆者担当のアンケート調査結
果の一部である．また、本稿は、異文化間教育学会
第２4回大会（２003年、信州大学）で発表された内容
に修正を加えたものである。本調査に、ご協力いた
だいた補習校および講師の方々にこころから感謝い
たします。
